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               令和４年９月定例会 会期日程 
 

日程 月 日 曜日 時 間 本    会    議 時 間 委 員 会 

１ ９．26 月 13:00 

○ 開 会 
⑴ 新任部局長の紹介あいさつ 
⑵ 諸般の報告 
⑶  会議録署名議員の選任 
⑷ 会期の変更 
⑸ 第107号議案～第127号議案、一括議題、付託 
⑹ 特別委員長報告 

本会議 
終了後 

連合委員会（議案説明） 

連合委
終了後 

四常任委員会 

常任委 
終了後 

党  議 

２ ９．27 火               議   案   調   査 

３ ９．28 水               議   案   調   査 

４ ９．29 木 10:00 

 
⑴ 人事委員会の意見報告（第115号議案及び第117号議案） 
⑵ 県政に対する代表質問 
  ・横尾幸秀君 ・大渕 健君 ・重川隆広君 

昼食時 
休憩中 

企業会計決算審査 
特 別 委 員 会 

本会議 
終了後 

四常任委員会 

常任委 
終了後 

議会運営委員会 

５ ９．30 金 10:00 

⑴ 第97号議案～第104号議案、一括議題 
・企業会計決算審査特別委員長報告 
・採決 

⑵ 第107号議案～第109号議案、一括議題 
・常任委員長報告 
・採決 

⑶ 県政に対する一般質問 
  ・冨樫一成君 ・池田千賀子君 ・小泉 勝君 
 ・松原良道君 ・小島 晋君  ・中村康司君 

 

６ 10．１ 土 休           日 

７ 10．２ 日 休           日 

８ 10．３ 月 10:00 

 
⑴ 請願第４号 

陳情第29号及び第30号 
⑵ 県政に対する一般質問 
・斎京四郎君  ・中川隆一君 ・小山大志君 
・河原井拓也君 ・安沢峰子君 ・遠藤玲子君 

 

９ 10．４ 火 
 

10:00 四常任委員会 

10 10．５ 水 
 

10:00 四常任委員会 

11 10．６ 木 
 

10:00 四常任委員会 

12 10．７ 金               議   案   調   査 

13 10．８ 土                休           日 

14 10．９ 日                休           日 

15 10．10 月 休           日（スポーツの日） 

16 10．11 火               議   案   調   査 

17 10．12 水  10:00 

連合委員会（第２次） 
  ・冨樫一成君 
  ・樋口秀敏君 
  ・佐藤浩雄君 
  ・上杉知之君 
  ・佐藤久雄君 
  ・池田千賀子君 
  ・遠藤玲子君 

一括議題、付託 
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日程 月 日 曜日 時 間 本    会    議 時 間 委 員 会 

18 10．13 木         党           議 

19 10．14 金               議   案   調   査 

20 10．15 土                休           日 

21 10．16 日                休           日 

22 10．17 月 10:00 

 
⑴  諸般の報告 
⑵  第128号議案、議題 
・普通会計決算審査特別委員会の設置及び付託の動議、即決 
・委員定数の決定、委員及び正副委員長の選任 

本会議 
終了後 

普通会計決算審査 
特 別 委 員 会 

特別委 
終了後 

四常任委員会 

常任委 
終了後 

議会運営委員会 

23 10．18 火 13:00 

⑴ 議案19件、請願１件、陳情７件、一括議題 
・常任委員長報告 
・第117号議案に対する討論（遠藤玲子君） 
・採決 
・残りの議案等の採決 

⑵ 第129号議案及び第130号議案、一括議題、即決 
⑶  第19号発議案、議題 
・趣旨弁明（桜井甚一君） 
・採決 

⑷  第20号発議案～第23号発議案、一括議題、即決 
⑸  第24号発議案及び第25号発議案、一括議題 
・第24号発議案の趣旨弁明（皆川雄二君） 
・第25号発議案の趣旨弁明（小島晋君） 
・採決 

⑹ 第26号発議案、議題 
・趣旨弁明（上杉知之君） 
・採決 

⑺ 議員の派遣の決定 
⑻ 常任委員会、議会運営委員会、特別委員会の閉会中継続 
 調査 
○ 閉 会 
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９月定例会本会議議事内容 

 

 

９月26日 

 午後１時開会開議（本日の出席議員52名） 

 まず、新任部局長の紹介あいさつを行った。 

 次に、諸般の報告を行った。 

 次に、会議録署名議員の選任を行った。 

 次に、今定例会の会期を10月18日までの23日間に変更した。 

 次に、第107号議案から第127号議案までを一括議題とし、花角知事の提案理由説明の後、各部門の常任委員会に付

託した。 

 次に、人口減少問題対策特別委員長、新総合交通・防災対策特別委員長、県民所得アップ対策特別委員長の報告の

後、議案調査のため休会を決し、次会は９月29日午前10時から開くことを決して、午後１時38分散会した。 

 

 

９月29日 

 午前10時開議（本日の出席議員52名） 

 まず、第115号議案及び第117号議案について、人事委員会から意見の提出があった旨を報告した。 

 次に、県政に対する代表質問に入り、自由民主党横尾幸秀君、未来にいがた大渕健君、リベラル新潟重川隆広君の

順で質問を行った後、次会は９月30日午前10時から開くことを決して、午後３時32分散会した。 

 

 

９月30日 

 午前10時開議（本日の出席議員51名） 

  まず、第97号議案から第104号議案までを一括議題とし、企業会計決算審査特別委員長から付託案件の審査結果の報

告があった。 

次に、採決に入り、第99号議案を賛成多数で認定した。 

次に、第97号議案、第98号議案及び第100号議案から第104号議案までを全会一致で認定または可決した。 

次に、第107号議案から第109号議案までを一括議題とし、各常任委員長から付託案件の審査結果の報告があった。 

次に、採決に入り、第107号議案、一般会計補正予算を全会一致で可決した。 

次に、特別会計及び企業会計関係予算２件、第108号議案及び第109号議案を全会一致で可決した。 

 次に、県政に対する一般質問に入り、自由民主党冨樫一成君、未来にいがた池田千賀子君、リベラル新潟小泉勝君、

自由民主党松原良道君、未来にいがた小島晋君、自由民主党中村康司君の順で質問を行った後、次会は10月３日午前

10時から開くことを決して、午後５時13分散会した。 

 

 

10月３日 

 午前10時開議（本日の出席議員51名） 

まず、請願第４号並びに陳情第29号及び第30号を一括議題とし、各部門の常任委員会に付託した。 

  次に、県政に対する一般質問に入り、自由民主党斎京四郎君、自由民主党中川隆一君、自由民主党小山大志君、自

由民主党河原井拓也君、公明党安沢峰子君、日本共産党遠藤玲子君の順で質問を行った。 

次に、議案審査等のため休会を決し、次会は10月17日午前10時から開くことを決して、午後５時３分散会した。 
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10月17日 

 午前10時開議（本日の出席議員51名） 

  まず、諸般の報告を行った。 

  次に、第128号議案を議題とし、花角知事の提案理由説明の後、普通会計決算審査特別委員会を設置してこれに付託

することとし、普通会計決算審査特別委員会の委員定数を23人とすることを全会一致で決した後、普通会計決算審査

特別委員会委員及び正副委員長の選任について、議長の指名のとおりとすることを、それぞれ全会一致で決し、議長

が指名した後、次会は10月18日午後１時から開くことを宣して、午前10時３分散会した。 

 

 

10月18日   

  午後１時開議（本日の出席議員52名） 

  まず、第110号議案から第128号議案まで、請願第４号、陳情第29号及び第30号並びに継続中の陳情令和元年第９号、

令和２年第15号、令和３年第３号、第16号及び令和４年第20号を一括議題とし、各常任委員長から付託案件等の審査

結果の報告があった。 

次に、第117号議案に対する日本共産党遠藤玲子君の反対討論の後、採決に入り、賛成多数で可決した。 

次に、第110号議案、一般会計補正予算を全会一致で可決した。 

次に、条例１件、第118号議案を賛成多数で可決した。 

次に、特別会計及び企業会計関係予算４件、第111号議案から第114号議案までを全会一致で可決した。 

次に、残りの条例２件、第115号議案及び第116号議案を全会一致で可決した。 

次に、事件議決９件、第119号議案から第127号議案までを全会一致で可決した。 

次に、第128号議案について、普通会計決算審査特別委員会において閉会中審査することを全会一致で決した。 

次に、陳情令和元年第９号を賛成多数で継続審査とした。 

次に、陳情令和２年第15号を賛成多数で継続審査とした。 

次に、陳情令和３年第３号を賛成多数で継続審査とした。 

次に、陳情令和３年第16号を賛成多数で継続審査とした。 

次に、陳情令和４年第20号を賛成多数で継続審査とした。 

次に、陳情第30号を賛成多数で不採択とした。 

次に、請願第４号を全会一致で採択した。 

次に、陳情第29号を全会一致で不採択とした。 

次に、第129号議案及び第130号議案を一括議題とし、花角知事の提案理由説明の後、委員会審査を省略し、採決に

入り、全会一致で同意した。 

次に、第19号発議案を議題とし、自由民主党桜井甚一君の趣旨弁明の後、委員会審査を省略し、採決に入り、全会

一致で可決した。 

次に、第20号発議案から第23号発議案までを一括議題とし、趣旨弁明及び委員会審査を省略し、採決に入り、全会

一致で可決した。 

次に、第24号発議案及び第25号発議案を一括議題とし、第24号発議案についての自由民主党皆川雄二君の趣旨弁明

及び第25号発議案についての未来にいがた小島晋君の趣旨弁明の後、委員会審査を省略し、採決に入り、まず、第24

号発議案を賛成多数で可決し、次いで、第25号発議案を賛成少数で否決した。 

次に、第26号発議案を議題とし、未来にいがた上杉知之君の趣旨弁明の後、委員会審査を省略し、採決に入り、賛

成少数で否決した。 

次に、議員の派遣についてを議題とし、全会一致で可決した。 
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次に、常任委員会、議会運営委員会、特別委員会の閉会中継続調査を決し、午後１時40分、会期23日間にわたった

９月定例会を閉会した。 
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９月定例会提出議案知事説明（要旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９月26日） 

 

 令和４年９月定例県議会の開会に当たり、前議会以降

の県政の主な動きと、提案致しております議案の概要を

ご説明申し上げ、議員各位並びに県民の皆様のご理解と

ご協力をお願い申し上げます。 

 

 はじめに、防災・減災対策についてです。 

 去る８月３日から４日にかけて発生した、短時間に集

中した記録的な大雨により、人的な被害は最小限にとど

まったものの、下越地方を中心として甚大な被害が生じ

ています。被害に遭われた皆様に心からお見舞い申し上

げます。 

 今回の豪雨災害では、2,300戸を超える家屋の浸水被害

や、土石流等による家屋の倒壊、道路や河川、農地、農

業水利施設、農道、林道等の公共インフラやライフライ

ンが大きな被害を受けています。 

 県としては、道路、河川等に流入した流木・土砂等の

早期撤去や、道路や河川等被災した施設の早期復旧はも

とより、被災された方々が一日も早く日常生活を取り戻

していただけるよう、きめ細かな支援に取り組んでまい

ります。 

 まず、被災された方々への支援として、住宅が被災し

た世帯に対する応急仮設住宅の供与や、被災の規模に応

じた応急修理、生活再建への支援を行ってまいります。 

 また、事業者に対しても、新型コロナウイルス感染症

拡大や物価高騰等の影響の中でさらに大雨で被災した中

小企業者に対して、店舗や施設の復旧等の事業再建に係

る経費について、新たに適用された国制度も活用し、支

援してまいります。併せて、制度融資の利子相当額の支

援や、早期の事業再建を図るための販路拡大等の取組へ

の支援も行ってまいります。 

 加えて、浸水・冠水の被害を受けた農業者の営農継続

のための支援や、被災した地域における農林水産業の施

設・機械の復旧等を支援することとしており、関連する

補正予算案を本定例会にお諮りしているところです。 

 また、政府からは、岸田内閣総理大臣、谷防災担当大

臣に直接現地を視察いただき、甚大な被害状況について

理解を深めていただきました。 

 県としても、政府に対して、激甚災害の指定や公共イ

ンフラ施設等の早期復旧、ＪＲ米坂線や磐越西線の再開

に向けた復旧支援などを要望するとともに、被災された

方々の生活再建に向け、被災者生活再建支援制度の拡充

に加え、大きな被害を受けた農林水産業等への支援を要
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望してまいりました。 

 今回の災害では、各地で県内観測史上最大となる降水

量を記録した中、ハード面では、河川の氾濫はかなり抑

えられており、これまで国の３か年緊急対策等を活用し

て取り組んできた河道の掘削や伐木などによる対策が効

果をあげたものと考えております。 

 併せて、ソフト面では、地域の消防団や自治会長とい

った防災リーダーの的確な避難の呼びかけにより、人的

被害が重傷者１名に抑えられたことから、住民の主体的

かつ適切な避難行動への支援の重要性を改めて認識した

ところです。 

 今回の災害を受け、引き続き国の５か年加速化対策等

を活用するとともに、自主防災組織の育成に取り組むな

ど、ハード・ソフト一体となった防災・減災対策を着実

に進め、県民の安全・安心の確保にしっかりと取り組ん

でまいります。 

 

 続いて、本県の主要課題について、順次ご説明いたし

ます。 

 第一点目は、原油価格・物価高騰対策についてです。 

 本県経済は、緩やかに持ち直しているものの、新型コ

ロナウイルス感染症拡大による影響が継続する中で、先

般実施した県の調査においても、原油価格・物価高騰な

どにより、依然として８割を超える企業で収益が圧迫さ

れているなど、引き続き、厳しい状況にあるものと認識

しております。 

 現在県として、県内中小企業等の資金繰りへの支援や

設備投資への補助、燃料油価格の高騰により大きな影響

を受けている県内の交通事業者への支援などに取り組ん

でいるところです。 

 また、肥料価格の高騰が長期化する中で、農業経営に

も大きな影響が出ていることから、経営が継続できるよ

う、農業者に対し肥料コストの上昇分を県としても支援

してまいります。 

 こうした事業者等に対する支援と併せ、県内の消費喚

起・需要拡大を図るため、来月から、飲食関連事業者を

支援し農林水産物の消費拡大につなげていく、県版Go To 

Eat 事業の販売・利用を開始する予定です。加えて、冬季

観光需要の回復に向け、スキー場のリフト券等の割引支

援も実施してまいります。 

 また、エネルギー転換を含めた脱炭素の取組を併せて

進めていくこととし、社会福祉施設等への省エネルギー

機器の導入支援や、県有施設におけるＰＰＡモデルによ

る太陽光発電設備導入等に向けた調査・検討を行うこと

といたしました。必要な補正予算案を本定例会にお諮り

しているところであり、今後も県内の経済動向を見極め

ながら、適宜必要な対策を検討してまいります。 

 

 第二点目は、新型コロナウイルス対策についてです。 

 ７月以降、オミクロン株の中でも、より感染力の強い

BA.5に置き換わりが進み、感染が急拡大したことにより、

病床使用率が70％を超え、さらに発熱外来の混雑など、

医療のひっ迫が懸念される状況となりました。 

 このため、８月５日に「BA.5対策強化宣言」を発令し、

特に重症化リスクの高い高齢者等の命と健康を守るため

の取組について県民や事業者の皆様にご協力をお願いし

てきましたが、その後感染者数は減少傾向となり、病床

使用率も安定的に50％を下回ってきたことから、専門家

等の意見を踏まえ、９月30日までの期限を待たず、９月

16日に宣言を終了したところです。 

 この間、発熱外来の負担軽減のため、抗原定性検査キ

ット配布事業や陽性者登録センターを創設したほか、確

保病床や無料検査場等を拡充するとともに、特に、重症

化リスクの高い高齢者や、学校等で集団感染が発生しや

すい小児に対し、積極的なワクチン接種を呼びかけてま

いりました。 

 また、国では、オミクロン株の特性を踏まえて、高齢

者等重症化リスクの高い方を守るため、本日から全国一

律で感染症法に基づく発生届の対象を高齢者等に限定す

る、いわゆる全数把握の見直しが開始されました。 

 県としては、この見直しを受け、発生届の対象となら

ない陽性者の方々についても、安心して自宅等での療養

ができるよう、相談体制の充実を図るとともに、引き続

き、医療機関や関係機関等の皆様と連携し、宿泊療養の

提供等の支援や、体調急変時等に必要な方を適切な医療

につなげられる体制を整備することにより、県民の安全・

安心が確保されるよう取り組んでまいります。 

 

 第三点目は、原子力防災対策の推進についてです。 

 原子力防災訓練については、７月に緊急時モニタリン
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グ訓練を実施し、先月には刈羽村において、本県初とな

る夜間住民避難訓練を自衛隊のヘリコプターを使用して

実施したところです。 

 さらに、来月には、住民の皆様や市町村等関係機関も

参加する総合訓練を昨年より規模を拡大して実施するこ

ととしております。 

 こうした訓練を繰り返し行うことにより、広域避難計

画の実効性を高めるとともに、原子力災害発生時に備え

た対応力のさらなる向上を図ってまいります。 

 また、原発事故に関する３つの検証については、今月

21日に「原子力災害時の安全な避難方法の検証」の報告

書が県に提出されました。報告書作成にあたっては、平

成29年度から６年24回に渡り、真摯に議論を重ねていた

だき、原子力災害時の対応について課題や防災対策上の

留意点等を整理していただきました。これらの論点につ

いては、国、市町村、関係機関とも連携しつつ、県とし

て責任を持って対応を検討してまいります。また、残る

「健康に及ぼす影響の検証」についても、引き続き、着

実に進めてまいります。 

 

 第四点目は、交通ネットワークの整備についてです。 

 離島を含む広大な県土を有する本県において、公共交

通ネットワークは地域の暮らしや経済活動に不可欠な存

在です。 

 佐渡航路では、小木直江津航路の船舶を旅客運送のみ

のジェットフォイルから、貨物や車両の輸送も可能とな

るカーフェリーに変更することを佐渡汽船が表明し、関

係自治体である県、佐渡市、上越市に対して支援要請が

あったところです。 

 県といたしましては、導入後の損益や利用者の利便性

の向上などを踏まえ、カーフェリーの早期復活を要望し

てきた両市と協議を行いながら、対応を検討してまいり

たいと考えております。 

 また、地域航空会社のトキエアについてでありますが、

新潟空港の活性化や離島航空路の確保に資するとともに、

本県の拠点性向上による地域経済の活性化等が大いに期

待され、会社設立から約２年が経過しました。トキエア

は、この間、地元経済界をはじめ、140以上の企業等から

の出資を受け、就航の最終段階を迎えつつも、長引く円

安や燃料費高騰等が事業計画に影響を与えてまいりまし

た。 

 また、乗客の命を預かる事業であり、安全面での厳格

な対応が求められることから、パイロットをはじめ、整

備や地上職員の体制確保に加え、資格取得や習熟のため

の訓練などについても、様々な努力を重ねてきたと伺っ

ているところです。 

 そうした中、地元経済界からの支援要請も踏まえ、県

としても、金融機関と協力し、就航に向けた支援を行う

ため、必要な予算を本定例会にお諮りしているところで

す。 

 さらに、７月には国土交通省の有識者会議から、厳し

い経営状況にあるローカル線について、国と自治体、鉄

道事業者が協力して協議していく仕組みなどを設けるよ

う提言がありました。 

 また、県内においても、複数の路線が経営の厳しい路

線としてＪＲから公表されたところです。 

 ＪＲのローカル線を取り巻く環境は、人口減少をはじ

め、マイカーへのシフトや新型コロナウイルス感染拡大

などにより厳しさを増している状況にありますが、ＪＲ

としっかりコミュニケーションを図りつつ、地元市町村

と連携し、地域の大切な移動手段をどのように確保して

いくのかといった観点から議論を深めてまいりたいと考

えております。 

 

 第五点目は、持続可能で質の高い医療提供体制の構築

についてです。 

 令和５年度中の開院を目指す「県央基幹病院」につい

ては、先月新潟県済生会と指定管理に関する基本協定を

締結するとともに、病院の名称を「済生会新潟県央基幹

病院」とすることを公表いたしました。 

 また、県央基幹病院への業務の円滑な移行を進めるた

め、本県では初めてとなる地域医療連携推進法人を来月

設立し、今後、再編統合病院である県立燕労災病院と厚

生連三条総合病院の間で、人事交流や共同研修などの具

体的な取組を進めてまいります。 

 引き続き指定管理者である新潟県済生会と連携しなが

ら、医師・看護師をはじめとする医療スタッフの確保な

ど、開院準備を着実に進めてまいります。 

 県央基幹病院開院後の県央地域において、地域密着型

病院としての機能を担う県立加茂病院及び吉田病院につ
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いては、先月医療法人崇徳会と医療法人愛広会をそれぞ

れの病院の指定管理者に指定したところであり、円滑な

運営移行に向けた取組を進めてまいります。 

 また、市町村や医師会等の協力を得ながら、直接住民

の方々と県が対話する場として、県央地域の医療再編後

の医療提供体制に関する説明会を今月から始めたところ

です。今後も、様々な機会をとらえて、わかりやすい情

報発信に努めてまいります。 

 持続的な医療提供を支えるためには、その基盤となる

医療人材の確保が不可欠です。このため、養成段階から

の医師確保に向け県内外の大学と連携して、令和５年度

医学部地域枠を今年度より最大17名増加となる70名に拡

大できるよう取り組んでいるところです。 

 また、臨床研修医のさらなる確保に向け、臨床研修病

院における魅力向上の取組をはじめ、県独自の研修コー

スや市町村と連携した留学支援等に取り組んでおり、全

国の医学生から本県を選んでもらえるよう取組を進めて

まいります。 

 一方で、制度的対応など国でなければできないことも

多いことから、先般、「地域医療を担う医師確保を目指す

知事の会」として、地域偏在解消に向けた専門研修の仕

組みの創出などを国に要望したところであり、引き続き、

実効性のある偏在対策につながる抜本的な制度改革の実

現に向けて、国に働きかけてまいります。 

 小児医療の分野では、病気と闘うお子さんや付き添い

家族のための長期滞在施設である「ドナルド・マクドナ

ルド・ハウスにいがた」が、来月日本海側で初めて開設

されることとなりました。引き続き安心して子どもを生

み育てやすい環境の充実に取り組んでまいります。 

 

 第六点目は、農林水産業の振興についてです。 

 本県における主食用米の需給環境は、これまでの非主

食用米等への作付転換の取組などにより、本年６月末時

点の民間在庫量が前年に比べ減少し、やや改善している

ものの、新型コロナウイルス感染症の影響が長引く中、

全国的な需給は依然として緩和状況にあると認識してお

ります。 

 このため、引き続き需要に応じた米づくりに取り組む

とともに、集荷団体や流通事業者等と連携した販売促進

活動を強化するなど、新潟県産米の消費拡大を積極的に

推進してまいります。 

 また、輸入小麦の価格高騰を受け、米粉に注目が集ま

っている中で、東京都との間で県産米粉の活用と米粉商

品の消費拡大等に関する協定を締結したところです。米

粉の主産県である本県と、一大消費地である東京都が一

体となって、米粉の消費拡大に取り組んでまいります。 

 加えて、食料安全保障の観点からも、食料自給率の向

上にむけた国産農産物の安定供給の重要性が一層高まっ

ているため、令和５年産の麦・大豆等の生産拡大を支援

するなど、今後とも必要な対策を講じてまいります。 

 さらに、円安の進行を好機と捉え、米等の県産農林水

産物の輸出を拡大し、成長する海外の需要を取り込んで

いくことも重要と考えております。 

 昨年度の県産農林水産物の輸出額は、世界的な新型コ

ロナウイルス流行下においても39億円を超え、過去最高

となったところです。今後も、県内で輸出に取り組む生

産者のすそ野拡大や、海外に向けた、産地「新潟」のブ

ランド構築等を図るなど、昨年度策定した「新潟県産農

林水産物輸出拡大実行プラン」に基づき、一層の輸出拡

大に取り組んでまいります。 

 また、県産農林水産物の輸出において大きな割合を占

めている錦鯉について、来る11月６日に、錦鯉発祥の地

である本県で「世界錦鯉サミット」を開催いたします。

現在のところ20か国を超える駐日大使等や錦鯉業界の皆

様からご参加いただける予定であり、錦鯉の輸出の更な

る促進につなげてまいりたいと考えております。 

 

 第七点目は、交流人口の拡大等についてです。 

 先日、岸田内閣総理大臣より、来月11日から、全国旅

行割を開始するとともに、水際対策について、１日当た

りの入国者数の上限を撤廃し、個人旅行の受け入れや短

期滞在ビザの取得免除も解禁する旨の方針が示されまし

た。 

 県といたしましては、こうした流れをしっかりと捉え、

県民割から全国旅行割への円滑な移行とともに、水際対

策のさらなる緩和に対応した旅行商品造成や来訪喚起に

向けた情報発信を強化し、国内外の旅行需要を積極的に

取り込んでまいります。 

 また、さきほどご説明した「世界錦鯉サミット」につ

いては、本県が世界に誇る食や文化、伝統工芸やサブカ
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ルチャーなどの様々なコンテンツが一堂に会する「クー

ルジャパン EXPO in NIIGATA」が併せて開催されること

となっており、二つのイベントの相乗効果により、世界

に向けた本県の情報発信や、サミット参加国との経済・

文化交流の活性化にもつなげてまいりたいと考えており

ます。 

 加えて、来月には、本県をはじめ全国の高校生及び外

国人留学生が参加する「『世界津波の日』2022高校生サミ

ット in 新潟」を開催いたします。将来の地域の防災を

担う若い方々の意識啓発、人材育成等を目的に、海外の

高校生もオンラインで参加し、防災・減災に関する活発

な議論が行われる予定です。本県が有する災害の経験や

教訓の発信等を通じて、各国との交流が促進されること

を期待しています。 

 

 次に、県の石指定についてです。 

 今月16日に翡翠の「県の石」指定に関する検討委員会

から、指定は妥当であるとの報告書を受領しました。 

 歴史・文化、地質学の観点などから独自性が高く、新

潟県を代表する石であると評価いただいたことから、指

定に向けて速やかに手続きを進めるとともに、本県の新

たなシンボルとなる翡翠の魅力を県の内外に向け広く発

信してまいりたいと考えております。 

 

 次に、「佐渡島（さど）の金山」の世界文化遺産登録実

現に向けた取組についてです。 

 ７月、国から、ユネスコ事務局の判断を受け、推薦書

を再提出することとしたとの発表がありました。 

 来年の登録が困難になったことは、大変残念ではあり

ますが、今月中に新たな推薦書の暫定版をユネスコに提

出することとしており、引き続き、国や佐渡市と一丸と

なって全力で取り組んでまいります。 

 

 次に、新潟市で開催されることが決定したＧ７財務大

臣・中央銀行総裁会議についてです。 

 開催日については、まだ決定されていないところであ

りますが、会議の成功に向けた協力支援を目的として、

新潟市と連携しながら官民で組織する協議会の設立準備

を進めているところです。 

 過去に開催された閣僚会合と比較しても注目度の高い

会議であり、食や文化をはじめとした新潟の魅力をしっ

かりと世界に発信する機会にしてまいりたいと考えてお

ります。 

 

 第八点目は、北朝鮮による拉致問題についてです。 

 北朝鮮による拉致被害者５人が帰国されてから、まも

なく20年が経ちます。拉致被害者やそのご家族はご高齢

となり、拉致問題の解決に向けてもはや一刻の猶予も許

されません。政府には、拉致被害者やそのご家族の切実

な思いをしっかり受け止め、全力で外交交渉に臨んでい

ただきたいと考えております。 

 先月には、県内の市町村長が参加する「北朝鮮による

拉致問題に関する新潟県市町村長の会」が開催され、私

も出席させていただきました。県といたしましては、市

町村長の会としっかり連携を図りながら、県内各地での

パネル展や若年層向けのセミナー、また、11月に予定し

ております「忘れるな拉致 県民集会」など様々な啓発

活動を通じて、一層の県民世論の喚起に取り組んでまい

ります。 

 

 最後に、行財政改革についてです。 

 先般お示しした中期財政収支見通しでは、国の経済見

通し等の下方修正や、８月の豪雨災害の影響で地域振興

積立金の一般会計繰出金の減少が見込まれることなどに

より、今後の収支見通しに若干の下振れ傾向が見られる

ものの、令和５年度当初予算において10億円程度の更な

る収支改革を達成することで、令和13年度の公債費の実

負担のピークに対応できるという見込みに変わりはない

ものと考えております。引き続き行財政改革にしっかり

と取り組んでまいります。 

 

 続いて、提案しております主な議案についてご説明申

し上げます。 

 第107号議案は、８月３日からの大雨による災害に係る

一般会計補正予算案でありまして、総額254億6,551万６

千円の増額補正についてお諮りいたしました。 

 今回の補正は、被災した道路、河川等公共土木施設や

農地、農業用施設、林道等の復旧に要する経費のほか、

被災された方々が一日も早く通常の生活を取り戻すため

の支援に要する経費を計上したところです。 
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 次に、第108号議案、第109号議案は、大雨による災害

に伴う特別会計及び企業会計に係る補正予算案でありま

して、被災した住宅の応急修理や被災された方々の生活

再建への支援のほか、被災した企業局所管の水力発電所

の復旧に要する経費について、それぞれ補正するもので

す。 

 次に、第110号議案は、大雨による災害以外の一般会計

補正予算案でありまして、総額205億5,541万６千円の増

額補正についてお諮りするものです。 

 今回の補正は、原油価格・物価高騰への対応として、

肥料価格の高騰に対する支援に必要な経費のほか、新型

コロナウイルス感染症への対応として、ワクチン接種の

促進や自宅療養に必要な経費を計上したところです。ま

た、このほか、当初予算編成後の事由による重要性、緊

急性のある経費等について、併せて計上しております。 

 次に、第111号から第114号までの各議案は、特別会計

及び企業会計に係る大雨による災害以外の補正予算案で

ありまして、事業実施上必要とするものについて、それ

ぞれ補正するものです。 

 以上、補正の主な内容についてご説明申し上げました

が、その結果、一般会計予算の補正後の予算規模は、さ

きの大雨災害関係補正予算と合わせ、１兆4,204億9,437

万１千円となります。 

 

 次に、その他の主な条例案件等についてご説明申し上

げます。 

 第115号議案は、高齢期の職員の部分休業に関し必要な

事項を定めるため、第116号議案は、個人情報の保護に関

する法律の改正に伴い、本県独自に対応する事項等を定

めるため、第117号議案は、国家公務員の定年引上げに伴

い、職員の定年を引き上げるとともに、役職定年制等を

導入するため、それぞれ、条例の制定及び所要の改正を

行うものです。 

 次に、第119号議案は、財産の取得について、第120号

議案は、契約の締結について、第121号から第123号まで

の各議案は、損害賠償額の決定について、第124号から第

127号までの各議案は、権利の放棄について、お諮りする

ものです。 

 

 以上、主な議案の概要につきまして、ご説明申し上げ

ましたが、何とぞ慎重にご審議のうえ、各議案それぞれ

について、ご賛同を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

（10月17日） 

 

 ただいま上程されました第128号議案は、令和３年度一

般会計及び特別会計の決算の認定について、お諮りする

ものであります。 

 よろしくご審議のうえ認定を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

 

（10月18日） 

 

 ただいま上程されました議案２件は、いずれも人事に

関する案件であります。 

 第129号議案は、教育委員会委員を任命するため、第130

号議案は、公安委員会委員を任命するため、それぞれお

諮りいたしました。 

 よろしくご審議のうえ同意を賜りますようお願い申し

上げます。 
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代 表 質 問 一 覧 

 

質問日 党会派・氏名 質  問  項  目 

９月 29 日 自由民主党 

横 尾 幸 秀 

 

１ 知事の政治姿勢について 

２ 教育問題について 

未来にいがた 

大 渕   健 

 

１ 国葬について 

２ 政治行政倫理について 

３ 豪雨災害について 

４ 財政について 

５ 物価高騰対策について 

６ 交通政策について 

７ 原発について 

８ 佐渡金山世界遺産登録について 

９ 県政の諸課題について 

リベラル新潟 

重 川 隆 広 

 

１ 県北豪雨の復旧対策について 

２ 新型コロナウイルス感染症対策について 

３ 柏崎刈羽原発の再稼働について 

４ 県のＳＤＧｓの取組について 

５ すり替え答弁と会議録書き換え問題について 

６ 本県の財政問題について 

７ 本県の林業について 
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一 般 質 問 一 覧 

 

質問日 党会派・氏名 質  問  項  目 

９月 30 日 自由民主党 

冨 樫 一 成 

 

１ 県北の豪雨災害について 

２ 農業問題等について 

未来にいがた 

池 田 千賀子 

 

１ 医療・福祉政策について 

２ 農業・林業政策について 

３ 原子力発電所の課題について 

４ 教育の課題について 

５ 県政の諸課題について 

リベラル新潟 

小 泉   勝 

 

１ 県政の諸課題について 

２ 県北地域における豪雨災害について 

３ 児童生徒の不登校について 

自由民主党 

松 原 良 道 

 

１ 知事の政治姿勢について 

２ 農政について 

３ 物価高騰等に対する支援について 

４ 本県企業の後継者不足について 

５ 菌床の製造地表示の義務化について 

６ 温暖化対策について 

７ 豪雪対策について 

８ 県行造林について 

９ 高齢者施設の現状と今後の課題について 

10 県の電気事業について 
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質問日 党会派・氏名 質  問  項  目 

９月 30 日 未来にいがた 

小 島   晋 

 

１ 防災対策について 

２ 最低賃金引上げと中小企業支援について 

３ 就職氷河期世代の就労支援について 

４ 物価高騰に対する支援について 

５ 教育課題について 

自由民主党 

中 村 康 司 

 

１ 本県の経済・財政状況について 

２ 本県産業の課題について 

３ 公共事業と防災・減災について 

４ 県政の諸課題について 

10 月３日 自由民主党 

斎 京 四 郎 

 

１ カーボンゼロの実現に向けた戦略について 

２ 法改正に伴う県の取組について 

３ 教育問題について 

４ 上越の地域課題について 

自由民主党 

中 川 隆 一 

 

１ 拉致問題の早期解決について 

２ 新潟空港国際線、国際クルーズ再開について 

３ ＧＩＧＡスクール構想について 

４ 再生可能エネルギーの導入について 

５ 児童福祉について 

６ 佐渡の地域課題について 

７ 県政の諸課題について 
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質問日 党会派・氏名 質  問  項  目 

10 月３日 自由民主党 

小 山 大 志 

 

１ 国際会議について 

２ 国土強靭化について 

３ 教育問題について 

４ 地域医療、人材確保について 

５ 県政の諸課題について 

自由民主党 

河原井 拓 也 

 

１ 医療・福祉について 

２ 農業振興について 

３ 県政の諸課題について 

公明党 

安 沢 峰 子 

 

１ 知事の政治姿勢について 

２ 食料農業問題について 

３ 健康立県の取組について 

４ 医療的ケア児に対する支援について 

５ 県政の諸課題について 

日本共産党 

遠 藤 玲 子 

 

１ 知事の政治姿勢について 

２ 新型コロナウイルス感染症対策について 

３ 医療・福祉について 

４ 農業問題について 

５ 教育問題について 
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常任・特別委員長報告（要旨） 

 

 

総務文教委員会 

委員長  高 橋 直 揮 

 

（９月30日） 

 

 総務文教委員会における付託議案のうち、第107号議案

の審査結果について、御報告申し上げます。 

 まず、議案採決に先立ち、各党の党議結果 並びに無所

属委員の検討結果の報告を求めたところ、各党・無所属

委員とも原案賛成というものであります。 

 次いで採決を行い、原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

 以上をもって、報告といたします。 

 

（10月18日） 

 

 総務文教委員会における付託案件等の審査経過並びに

結果について、御報告申し上げます。 

 まず、知事政策局関係として 

 Ｇ７財務大臣・中央銀行総裁会議については、本県の

魅力を国内外にアピールする好機となるので、過去の国

際会議の経験を踏まえ新潟市と連携して交流人口の拡大

や県産品の販売促進につながる取組を展開すべきとの意

見。 

 次に、教育委員会関係として 

 ＩＣＴを活用した教育については、個別最適な学びに

よる教育の質の向上が期待されるものの視力低下など健

康面への影響が懸念されるので、国による調査結果を踏

まえ対策を十分に検討すべきとの意見。 

 以上が、審査の過程で述べられた主な意見の概要であ

ります。 

 次に、議案採決に先立ち、各党の党議結果並びに無所

属委員の検討結果の報告を求めたところ、各党・無所属

委員とも全議案いずれも原案賛成というものでありま

す。 

 次いで採決を行い、全議案とも原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 次に、請願・陳情の審査結果について申し上げます。 

 継続中の陳情令和元年第９号及び令和４年第20号につ

いては、継続審査。 

 残りの請願第４号については、願意妥当と認め、採択

すべきものと決した次第であります。 

 また、本委員会として、「拉致被害者全員の即時帰国

の実現を求める意見書」、「地方財政の充実・強化に関

する意見書」及び「私学助成の拡充に関する意見書」を

発議することと決しました。 

 以上をもって、報告といたします。 

 

 

厚生環境委員会 

委員長  笠 原 義 宗 

 

（９月30日） 

 

 厚生環境委員会における付託議案のうち、第107号議案

及び第108号議案の審査結果について、御報告申し上げま

す。 

 まず、議案採決に先立ち、各党の党議結果並びに無所

属委員の検討結果の報告を求めたところ、各党・無所属

委員とも両議案、いずれも原案賛成というものでありま

す。 

 次いで採決を行い、両議案とも原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 以上をもって、報告といたします。 

 

（10月18日） 

 

 厚生環境委員会における付託案件等の審査経過並びに
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結果について、御報告申し上げます。 

 まず、防災局関係として 

 原子力災害時の避難方法に関する検証委員会の報告書

については、非常に多くの論点が抽出されているので、

県が責任を持って課題を整理するとともに関係機関と連

携して必要な検討を進めるべきとの意見。 

 次に、福祉保健部関係として 

 大規模な医療再編については、持続可能で質の高い医

療提供体制の構築が求められるので、多様な設置主体は

もとより市町村立の医療機関との連携を密にするなど県

が積極的にリーダーシップを発揮すべきとの意見。 

 以上が、審査の過程で述べられた主な意見の概要であ

ります。 

 次に、議案採決に先立ち、各党の党議結果並びに無所

属委員の検討結果の報告を求めたところ、自由民主党、

未来にいがた、リベラル新潟並びに無所属渡辺和光委員

からは、全議案いずれも原案賛成。 

 日本共産党からは、第118号議案については、コロニー

にいがた白岩の里は県立県営で運営すべきであり、指定

管理者の判断により、利用料の値上げも可能になること

が含まれ、利用者の負担につながる懸念があるため反対。 

 その他の議案については、いずれも原案賛成というも

のであります。 

 次いで採決を行い、全議案とも原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 次に、陳情の審査結果について申し上げます。 

 継続中の陳情令和２年第15号、令和３年第３号及び第

16号については、継続審査。 

 残りの陳情第29号については、パンデミックに対応す

るための感染症専門病院の支援や野戦病院の設置など、

本県の現状認識に不十分な点があるため、不採択とすべ

きものと決した次第であります。 

 また、本委員会として、「北朝鮮によるミサイルの発射

に抗議する決議」を発議することと決しました。 

 以上をもって、報告といたします。 

 

 

 

 

産業経済委員会 

委員長  斎 京 四 郎 

 

（９月30日） 

 

 産業経済委員会における付託議案のうち、第107号議案

の審査結果について、御報告申し上げます。 

 まず、議案採決に先立ち、各党の党議結果並びに無所

属委員の検討結果の報告を求めたところ、各党・無所属

委員とも原案賛成というものであります。 

 次いで採決を行い、原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

 以上をもって、報告といたします。 

 

（10月18日） 

 

 産業経済委員会における付託案件の審査並びに調査の

経過と結果について、御報告申し上げます。 

 まず、産業労働部関係として 

 県産品の海外展開に当たっては、円安を契機としたさ

らなる販路拡大が期待されるので、日本酒をはじめとす

る競争力のある有望品目の輸出目標を設定するなど一層

戦略的に取り組むべきとの意見。 

 次に、農林水産部関係として 

 堆肥等の有機質資材については、高騰する化学肥料の

使用低減や環境保全型農業の実現にも資するので、国の

補助事業の積極的な活用を促すなど利用の拡大に向けて

引き続き取り組むべきとの意見。 

 以上が、審査並びに調査の過程で述べられた主な意見

の概要であります。 

 次に、議案採決に先立ち、各党の党議結果並びに無所

属委員の検討結果の報告を求めたところ、各党・無所属

委員とも全議案いずれも原案賛成というものであります。 

 次いで採決を行い、全議案とも原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 次に、陳情の審査結果について申し上げます。 

 陳情第30号については、架空配電線及び通信線を仮支

持する新型車両の開発については、国の検討を踏まえつ

つ電力会社が実施すべき事項であり、県が関与すること
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は適切ではないため、不採択とすべきものと決した次第

であります。 

 以上をもって、報告といたします。 

 

 

建設公安委員会 

委員長  中 村 康 司 

 

（９月30日） 

 

 建設公安委員会における付託議案のうち、第107号議案

及び第109号議案の審査結果について、御報告申し上げま

す。 

 まず、議案採決に先立ち、各党の党議結果並びに無所

属委員の検討結果の報告を求めたところ、各党・無所属

委員とも両議案、いずれも原案賛成というものでありま

す。 

 次いで採決を行い、両議案とも原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 以上をもって、報告といたします。 

 

（10月18日） 

 

 建設公安委員会における付託議案等の審査並びに調査

の経過と結果について、御報告申し上げます。 

 まず、土木部関係として 

 今般の豪雨災害に係る応急対策については、着手に時

間を要した地域があったので、今後の災害対応に備え関

係者へのヒヤリングを実施するなど課題を整理し十分な

検証を行うべきとの意見。 

 次に、交通政策局関係として 

 トキエア株式会社については、就航により新潟空港や

県経済の活性化が期待されるものの事業計画の妥当性が

懸念されるので、逐次会社の経営状況の把握に努めるべ

きとの意見。 

 以上が、審査並びに調査の過程で述べられた主な意見

の概要であります。 

 次に、議案採決に先立ち、各党の党議結果並びに無所

属委員の検討結果の報告を求めたところ、各党・無所属

委員とも全議案いずれも原案賛成というものであります。 

 次いで採決を行い、全議案とも原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 また、本委員会として、「雪寒法による次期五箇年計画

を早期に策定するとともに除雪事業等の予算確保を求め

る意見書」を発議することと決しました。 

 以上をもって、報告といたします。 

 

 

人口減少問題対策特別委員会 

委員長  尾 身 孝 昭 

 

（９月26日） 

 

 人口減少問題対策特別委員会における６月定例会以降

の調査経過について、御報告申し上げます。 

 本特別委員会は、９月８日に会議を開催し、女性に「選

ばれる新潟」に向けた取組について及び妊娠、出産、子

育ての希望をかなえる取組について調査を行いました。 

 最初に、知事政策局長及び産業労働部長から女性活躍

の推進に向けた取組について、福祉保健部長から子ども

を生み育てやすい環境整備の取組についてそれぞれ説明

を聴取し、次いで質疑を行いました。 

 まず、質疑が行われた主な項目について申し上げます。 

１ 国の産後パパ育休制度の創設を踏まえた男性の育児

休業の取得促進について 

２ 未就労女性に対する支援について 

３ 産後ケアの充実について 

４ パパ・ママ子育て応援プラス認定制度の企業への周

知について 

５ 園児のバス置き去り事件を受けた保育施設における

安全確保の徹底について 

６ 女性リーダーの養成に向けた支援について 

７ 民間企業を牽引する県の女性活躍の推進に向けた取

組について 

 次に、調査の過程で述べられた主な意見について申し

上げます。 

１ 安心して子供を生み育てられる環境の整備に当たっ

ては、保育士の確保が重要なので、都市部との給与格



- 20 - 

 

差の是正に向けて国にさらなる働きかけを行うなど処

遇改善につながる取組に努めるべきとの意見。 

２ 女性に「選ばれる新潟」の実現に当たっては、実効

性のある取組が求められるので、これまでの施策評価

はもとより女性のニーズを十分に調査のうえ県独自の

特色ある施策の展開に努めるべきとの意見。 

 以上をもって、報告といたします。 

 

 

新総合交通・防災対策特別委員会 

委員長  佐 藤  純 

 

（９月26日） 

 

 新総合交通・防災対策特別委員会における６月定例会

以降の調査経過について、御報告申し上げます。 

 本特別委員会は、８月22日に会議を開催し、本県の水

害対策について調査を行いました。 

 最初に、土木部長から水害から県民の命と暮らしを守

るハード対策について及びより迅速・的確な住民避難を

促すための取組について、防災局長からより迅速・的確

な住民避難を促すための取組について、次に、防災局長

及び土木部長から令和４年８月３日からの大雨による被

害状況についてそれぞれ説明を聴取し、次いで質疑を行

いました。 

 まず、質疑が行われた主な項目について申し上げます。 

１ 適時適切な避難情報の発令について 

２ 令和４年８月３日からの大雨による被害に関連して 

 ○ 災害時における関係機関との連携について 

 ○ ドローンを活用した被災状況調査について 

 ○ 多岐にわたる被害の情報収集について 

 ○ 激甚災害の指定について 

３ 河川整備に関連して 

 ○ 河川整備のさらなる推進について 

 ○ 整備効果の見える化について 

 ○ 堤防の越水対策について 

 次に、調査の過程で述べられた主な意見について申し

上げます。 

 

 県民の防災意識向上に当たっては、住民の適時適切な

避難行動を促すことが重要なので、今般の大雨による人

身被害が最小限にとどまったことを踏まえて自主防災組

織の育成やマイ・タイムラインの普及などに引き続き取

り組むべきとの意見。 

 以上をもって、報告といたします。 

 

 

県民所得アップ対策特別委員会 

委員長  小 野 峯 生 

 

（９月26日） 

 

 県民所得アップ対策特別委員会における６月定例会以

降の調査経過について、御報告申し上げます。 

 本特別委員会は、９月14日に会議を開催し、海外展開

による県内産業のさらなる発展に向けた取組について調

査を行いました。 

 最初に、産業労働部長から県内産業の海外展開促進に

向けた取組について、農林水産部長から県産農林水産物

の輸出拡大に向けた取組についてそれぞれ説明を聴取し、

次いで質疑を行いました。 

 まず、質疑が行われた主な項目について申し上げます。 

１ 生産拠点の国内回帰に向けた取組について 

２ オンラインによる非接触型海外展開支援事業の効果

について 

３ 輸出に取り組む企業間における情報共有の促進につ

いて 

４ 植物検疫に係る情報の周知について 

５ 県育成品種の海外への流出防止対策について 

６ 中小企業の海外展開に向けた支援について 

７ 県産米の輸出に関連して 

 ○ 輸出用米の生産拡大について 

 ○ 輸出先における精米施設の整備について 

 次に、調査の過程で述べられた主な意見について申し

上げます。 

 県産品の輸出拡大に当たっては、商品の付加価値を高

めることが重要なので、市場調査に基づくマーケットイ

ンの視点から輸出戦略の策定支援に努めるべきとの意見。 
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 以上をもって、報告といたします。 

 

 

企業会計決算審査特別委員会 

委員長  中 村 康 司 

 

（９月26日） 

 

 企業会計決算審査特別委員会に付託されました企業会

計決算関係８議案の審査経過並びに結果について、御報

告申し上げます。 

 この８議案につきましては、いずれも去る６月定例会

において、継続審査となり、閉会中審査を重ねてまいり

ましたが、９月29日にその審査を終了したものでありま

す。 

 以下、審査の過程で述べられた主な意見について申し

上げます。 

 まず、病院事業会計として県立病院については、収支

改善の取組などにより内部留保資金の枯渇を先送りでき

たものの依然として厳しい経営状況に変わりはないので、

持続可能な病院運営に向けて引き続き経営改善に努める

べきとの意見。 

 次に、電気事業会計として電気事業については、発電

所の大規模改修工事により前年度に比べ純利益は減少し

たものの発電実績は好調に推移しているので、増収が期

待できる売電入札の実施など収益確保に向けて一層取り

組むべきとの意見。 

 以上が、審査の過程で述べられた主な意見の概要であ

ります。 

 次に、議案採決に先立ち、各党の党議結果並びに無所

属委員の検討結果の報告を求めたところ、各党・無所属

委員とも全議案いずれも原案賛成というものであります。 

 次いで採決を行い、全議案とも原案のとおり認定また

は可決すべきものと決した次第であります。 

 以上をもって、報告といたします。 
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令和４年９月定例会 議決諸件表 

     （知事提出） 

 

議案番号 件            名 議決の状況 

    

令和４年 

97 

 

98 

99 

100 

101 

102 

103 

104 

107 

108 

109 

110 

111 

112 

113 

114 

115 

116 

117 

118 

119 

 

120 

 

121 

122 

123 

124 

125 

 

 

決算の認定について（令和３年度電気事業会計・工業用水道事業会計・工

業用地造成事業会計） 

決算の認定について（令和３年度新潟東港臨海用地造成事業会計） 

決算の認定について（令和３年度病院事業会計） 

決算の認定について（令和３年度基幹病院事業会計） 

決算の認定について（令和３年度流域下水道事業会計） 

新潟県電気事業利益剰余金の処分について 

新潟県工業用水道事業利益剰余金の処分について 

新潟県流域下水道事業利益剰余金の処分について 

令和４年度新潟県一般会計補正予算 

令和４年度新潟県災害救助事業特別会計補正予算 

令和４年度新潟県電気事業会計補正予算 

令和４年度新潟県一般会計補正予算 

令和４年度新潟県災害救助事業特別会計補正予算 

令和４年度新潟県心身障害児・者総合施設事業特別会計補正予算 

令和４年度新潟県港湾整備事業特別会計補正予算 

令和４年度新潟県病院事業会計補正予算 

職員の高齢者部分休業に関する条例の制定について 

新潟県個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について 

職員の定年等に関する条例の一部改正等について 

コロニーにいがた白岩の里条例の一部改正について 

財産の取得について（新潟県教育情報ネットワークシステム（ＮＥＩＮ）

用パーソナルコンピュータ等（校務用）） 

契約の締結について（県道新発田津川線橋りょう（白川大橋上部）工事請

負契約） 

損害賠償額の決定について 

損害賠償額の決定について 

損害賠償額の決定について 

権利の放棄について 

権利の放棄について 

 

 

４.９.30認定 

 

同 

同 

同 

同 

４.９.30可決 

同 

同 

同 

同 

同 

４.10.18可決 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

 

同 

 

同 

同 

同 

同 

同 
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126 

127 

128 

129 

130 

権利の放棄について 

権利の放棄について 

決算の認定について（令和３年度新潟県一般会計・特別会計） 

教育委員会委員の任命について 

公安委員会委員の任命について 

同 

同 

４.10.18継続 

４.10.18同意 

同 
 

   

    

  （議員発議） 

 

発議案番号 件            名 議決の状況 

 

19 

20 

21 

22 

23 

 

24 

 

25 

26 

 

 

北朝鮮によるミサイルの発射に抗議する決議 

拉致被害者全員の即時帰国の実現を求める意見書 

地方財政の充実・強化に関する意見書 

私学助成の拡充に関する意見書 

雪寒法による次期五箇年計画を早期に策定するとともに除雪事業等の予算

確保を求める意見書 

世界平和統一家庭連合等の高額献金要求等の被害防止及び被害者救済措置

の迅速な実施を求める意見書 

旧統一教会等による被害の防止・救済を求める意見書 

インボイス制度の廃止を求める意見書 

 

４.10.18可決 

同 

同 

同 

同 

 

同 

 

４.10.18否決 

同 
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可決された意見書等 

 

 

 

 

  

 

北朝鮮によるミサイルの発射に抗議する決議 

 

北朝鮮は、我が国をはじめ国際社会の強い批判・警告にもかかわらず、今年に入ってから、かつてない頻度でミ

サイルを発射しており、このうち 10 月４日に発射されたミサイルは我が国の上空を通過し、太平洋沖へ落下した

とみられている。 

これら一連のミサイルの発射は、国連安全保障理事会決議の違反であり、国際社会への重大な挑戦であるとと

もに、我が国の平和と国民の安全を脅かす極めて深刻かつ重大な脅威であり、断じて容認できるものではない。 

よって本県議会は、北朝鮮に対し断固抗議するとともに、地域の平和と安全を脅かす挑発行為と、ミサイル及び

核開発の即刻中止を強く求めるものである。 

以上、決議する。 

 

令和４年 10 月 18 日 

 

 

新 潟 県 議 会 
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拉致被害者全員の即時帰国の実現を求める意見書 

 

北朝鮮が日本人拉致を認め、謝罪した平成 14 年９月 17 日の日朝首脳会談から 20 年が経過した。拉致被害者の

横田めぐみさんの母、早紀江さんは、報道の取材に応じ、「いつまでたっても解決せず、言いようのないいら立ち

がある。情報がない中で待ち続けるのは地獄の苦しみだ」と語った。政府は拉致問題を「最優先、最重要課題」と

位置づけ再度の日朝首脳会談を目指すというが、北朝鮮との交渉は停滞し、解決の見通しは依然立っていない。 

拉致問題担当相を兼務する松野官房長官は本年９月 16 日の記者会見で､｢2002 年に５人の拉致被害者が帰国し

て以来、一人の帰国も実現せず、いまだに多くの方々が北朝鮮に取り残されていることは痛恨の極みだ」と述べ

た。 

拉致被害者自身やその家族が高齢化し、もはや一刻の猶予もない状況に置かれていることから、早急に拉致被

害者全員の即時帰国を実現しなければならない。 

よって国会並びに政府におかれては、今後とも拉致問題を「最優先、最重要課題」と位置付け、国際社会と連携

を強化するとともに、圧力に重点を置いた姿勢を貫きつつ、対話も視野に入れたあらゆる手段を講じて行動し、拉

致被害者全員の即時帰国を実現するよう強く要望する。 

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。 

 

令和４年 10 月 18 日 

 

 

新潟県議会議長  小 島   隆 

 

衆 議 院 議 長   細 田 博 之 様 

参 議 院 議 長   尾 辻󠄀 秀 久 様 

内 閣 総 理 大 臣   岸 田 文 雄 様 

外 務 大 臣   林   芳 正 様 

内 閣 官 房 長 官   松 野 博 一 様 

拉致問題担当大臣   松 野 博 一 様 
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地方財政の充実・強化に関する意見書 

 

地方公共団体は、急激な少子高齢化の進展に伴う子育て、医療・介護などの社会保障制度の充実、人口減少下に

おける地域活性化対策、脱炭素を目指す環境対策、行政のデジタル化推進など、多岐にわたる課題に取り組んでい

る。 

しかしながら、公共サービスを担う人材の不足から現場は疲弊している実態がある。さらに、新型コロナウイル

ス感染症対応や、多発する自然災害への対応も迫られている。こうした状況に対応するため、政府は令和３年度の

地方の一般財源水準を令和６年度まで確保するとしているが、これを守ることはもちろん、増大する地方公共団

体の歳出を的確に把握する必要がある。 

よって国会並びに政府におかれては、令和５年度の政府予算と地方一般財源の検討にあたっては、歳入・歳出を

的確に見積もり、地方財政の確立を目指すため以下の事項について実現することを強く要望する。 

記 

１ 社会保障の維持・確保、防災・減災、脱炭素化、デジタル化対策など、増大する地方公共団体の財政需要を把

握し、必要な一般財源を確保すること。 

２ 臨時財政対策債に頼らない、より自律的な地方財政の確立に取り組むこと。 

３ 今後も続くと思われる、新型コロナウイルスワクチン接種体制の確保とともに、感染症対策等に係る人員の

確保や保健所の機能強化を図ること。 

４ 森林環境譲与税については、林業に係る財政需要がより大きい地方公共団体への譲与額を増大させるよう、

譲与基準を見直すこと。 

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。 

 

令和４年 10 月 18 日 

 

 

新潟県議会議長  小 島   隆 

 

衆 議 院 議 長   細 田 博 之 様 

参 議 院 議 長   尾 辻󠄀 秀 久 様 

内 閣 総 理 大 臣   岸 田 文 雄 様 

総 務 大 臣   寺 田   稔 様 

財 務 大 臣   鈴 木 俊 一 様 

厚 生 労 働 大 臣   加 藤 勝 信 様 

農 林 水 産 大 臣   野 村 哲 郎 様 
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私学助成の拡充に関する意見書 

 

本県の私立中学高等学校は、各々の建学の精神に基づき、特色ある教育を積極的に展開し、本県の公教育の発展

に寄与している。 

現在、国際情勢が緊迫化し急激な円安をはじめとして経済情勢が混乱する中で、我が国では、少子高齢化がさら

に進行していくことが予想されている。このような状況にあっても、今後も我が国が国力を維持し発展していく

ためには、社会的資本ともいえる子どもたちを時代の状況変化に対応できる真のグローバル人材として育成する

ことが重要となっている。このことは「経済財政運営と改革の基本方針 2022」においても「人への投資」として

掲げられており、私立中学高等学校は、如何なる状況下にあっても、有為な人材の育成を通じて国や社会の発展に

寄与していくことを目指して、日々教育活動を続けている。 

先の見えない状況の中で、私立中学高等学校が新しい教育への移行、教職員の資質向上、学校運営の効率化、さ

らには、学校のＩＣＴ環境の整備をはじめ、学校施設の耐震化及び新型コロナウイルス感染症対策のための空調・

換気設備等の整備を進めていくには、まずは学校経営の安定的継続が前提となる。そのためには、経常費助成の更

なる拡充とともに、これからの公教育の共通基盤となるＩＣＴ等の教育環境の整備への国公私立を問わない支援

が喫緊の課題となっている。また、授業料支援においても、私立高校において年収 590 万円を境に生じている支援

金格差の是正とともに、私立中学校生徒に対する経済的支援の拡充が強く求められている。 

教育は国の将来の発展に重要な役割を果たすことから、公教育の一翼を担う私立中学高等学校に対しても国の

全面的財政支援が求められる。 

よって国会並びに政府におかれては、教育基本法第８条及び教育振興基本計画の趣旨に則り、私学助成に係る

国庫補助制度を堅持するとともに、より一層の充実を図るよう強く要望する。 

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。 

 

令和４年 10 月 18 日 

 

 

新潟県議会議長  小 島   隆 

 

衆 議 院 議 長   細 田 博 之 様 

参 議 院 議 長   尾 辻󠄀 秀 久 様 

内 閣 総 理 大 臣   岸 田 文 雄 様 

総 務 大 臣   寺 田   稔 様 

財 務 大 臣   鈴 木 俊 一 様 

文 部 科 学 大 臣   永 岡 桂 子 様 
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雪寒法による次期五箇年計画を早期に策定するとともに除雪事業等の予算確保を求める意見書 

 

本県は、県土全てが積雪寒冷地域であり、道路除雪や雪寒施設の整備は冬期道路交通を確保するために必要不

可欠である。近年は短期間の集中的な降雪が多発しており、急激な積雪の増加に起因する大規模車両滞留が発生

するなど、県民の日常生活や経済活動に多大な影響を及ぼしていることから、安全で安心な雪国の生活の確保と

地域の発展のためには、総合的・効率的・恒常的に施策が推進されることが何より重要である。 

本県を含む積雪寒冷地域における道路除雪などの雪寒事業は､｢積雪寒冷特別地域における道路交通の確保に関

する特別措置法｣(以下「雪寒法」という｡)に基づき、平成 30 年 12 月に閣議決定された「積雪寒冷特別地域道路交

通確保五箇年計画｣(以下「五箇年計画」という｡)によって、国から支援を受けているが、現在の五箇年計画は今年

度末で期限切れとなる。 

雪寒事業に対しては、交付金や除雪補助による支援があるものの、特に大雪に見舞われた場合や昨今の社会経

済情勢の変化に伴う物価上昇により、道路除雪費等が増嵩し、地方負担が一層増大しているところである。 

よって国会並びに政府におかれては、積雪寒冷地域における安全・安心な生活を確保するため、雪寒法による次

期五箇年計画を早期に策定するとともに、除雪、防雪及び凍雪害防止事業等を一層推進させるための必要な予算

措置を講ずるよう強く要望する。 

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。 

 

令和４年 10 月 18 日 

 

 

新潟県議会議長  小 島   隆 

 

衆 議 院 議 長   細 田 博 之 様 

参 議 院 議 長   尾 辻󠄀 秀 久 様 

内 閣 総 理 大 臣   岸 田 文 雄 様 

財 務 大 臣   鈴 木 俊 一 様 

国 土 交 通 大 臣   斉 藤 鉄 夫 様 
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世界平和統一家庭連合等の高額献金要求等の被害防止及び被害者救済措置の迅速な実施を求める意見書 

 

世界平和統一家庭連合（旧統一教会）をめぐっては、これまで深刻な被害を発生させてきた活動の実態が明るみ

になってきており、社会問題となっている。 

宗教法人がその信者に対し、霊感を持ち出して不安をあおったり、合理的な判断ができないような状態を利用

したりして、高額の献金を要求することは、信者自身の経済的な困窮や社会的な孤立を招くばかりでなく、家族の

生活が破壊されるなど、深刻な事態に陥らせるものであり、到底許すことはできない。 

このような違法行為を重ねてきた反社会的団体と政治との密接な関係性について、各々が説明責任を果たして

いくことはもちろんであるが、何より喫緊の課題として、被害の重大性を踏まえ、その被害を防ぎ、被害者を迅速

に救済することが強く求められる。 

霊感商法対策などを話し合う消費者庁の有識者検討会は、宗教法人への不当な献金を規制する法整備が必要と

の提言を近くとりまとめる見通しとなっている。 

よって国会並びに政府におかれては、世界平和統一家庭連合等の宗教法人が行う高額献金要求等による被害を

防止し、その被害者を救済するため、実態把握を進めるとともに、法整備等を含む必要な措置について検討し、迅

速に実施することを強く要望する。 

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。 

 

令和４年 10 月 18 日 

 

 

新潟県議会議長  小 島   隆 

 

衆 議 院 議 長   細 田 博 之 様 

参 議 院 議 長   尾 辻󠄀 秀 久 様 

内 閣 総 理 大 臣   岸 田 文 雄 様 

法 務 大 臣   葉 梨 康 弘 様 

文 部 科 学 大 臣   永 岡 桂 子 様 

厚 生 労 働 大 臣   加 藤 勝 信 様 

消費者及び食品安全担当大臣   河 野 太 郎 様 
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請願・陳情結果一覧表 

 

【請 願】 

番 号 
付 託 
委員会 件      名 結 果 

令和４年    

４ 総 私学助成についての意見書提出に関する請願 採 択 

 

【陳 情】 

番 号 
付 託 
委員会 件      名 結 果 

令和元年    

９ 総 
下越地方の私立中学校教諭による生徒への人権侵害および体罰的指導と私立学校への

補助金見直しを求めることに関する陳情 
継 続 

令和２年    

１５ 厚 新型コロナウイルスに立ち向かう医療従事者の方々への支援に関する陳情 継 続 

令和３年    

３ 厚 75才以上の医療費窓口負担２割化の見直しを求める意見書提出に関する陳情 継 続 

１６ 厚 インフラ事業者のワクチン優先接種を求めることに関する陳情 継 続 

令和４年    

２０ 総 国民の祝日「海の日」を７月 20 日に固定化することを求める意見書提出に関する陳情 継 続 

２９ 厚 潜在看護師の活用を求める意見書提出に関する陳情 不採択 

３０ 産 架空配電線及び通信線を仮支持する新型車両の開発を求める意見書提出に関する陳情 不採択 
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委 員 会 の 記 録 

 

 

議 会 運 営 委 員 会 

 

８月５日 

 

 開会 午前９時59分 

１ 新潟県議会会議規則第16条第２項の規定により、委

員長職務代理者に皆川雄二委員を指定した。 

２ 議員が関与する各種委員会委員等の各党会派配分に

ついて決定した。 

３ 監査委員の選任等に伴い、次の事項について、その

取扱いを決定した。 

 (1) 年間の党会派別の一般質問者数の変更について 

 (2) 各定例会における各党会派への一般質問割当人数

の変更について 

４ 本会議の進行係は、議会運営委員会副委員長とする

ことを決定した。 

 閉会 午前10時13分 

 

８月26日 

 

 開会 午前９時58分 

１ ９月定例会を９月26日(月)に招集することを了承

し、招集日から最終日までの会期日程を決定した。 

２ 一般質問者の通知期限を９月21日(水)午後５時まで

とすることとした。 

３ 質問要旨の通告期限を９月22日(木)午後５時までと

することとした。 

４ 請願・陳情の締切期限を９月20日(火)午後５時まで、

ただし点字によるものは９月16日(金)午後５時までと

することとした。 

 閉会 午前10時２分 

 

９月22日 

 

 開会 午前９時58分 

１ 知事政策局長から、９月定例会の招集日に提出予定

の補正予算案について、早期に議決してもらいたい旨

の要望と次のとおり説明があり、これを了承した。 

 (1) 提出議案の概要 

 (2) 人事案件の追加提案を予定していること。 

２ 知事政策局長の要望を受け、当該補正予算案につい

ては、９月26日の連合委員会終了後に常任委員会を開

催して審査を行い、９月30日の本会議で採決する会期

日程に変更することを決定した。 

３ ９月定例会における県政に対する一般質問の順序及

び質問時間を決定するとともに、９月29日、９月30日

及び10月３日の質問者数を決定した。 

４ 普通会計決算審査特別委員会を10月17日の本会議で

設置することとした。 

また、委員定数は23人とし、各党会派別の配分は、

自由民主党13人、未来にいがた３人、リベラル新潟２

人、公明党１人、日本共産党１人並びに無所属の佐藤

浩雄議員、渡辺和光議員及び飯野晋議員とした。 

また、正副委員長とも自由民主党から選任すること

とした。 

５ 請願・陳情の受付状況について説明があり、その取

扱いを決定した。 

６ ９月定例会招集日及び９月29日の本会議議事順序を

決定した。 

 閉会 午前10時14分 

 

９月29日 

 

 開会 午後３時45分 

１ ９月30日及び10月３日の本会議議事順序を決定し

た。 

 閉会 午後３時49分 

 

10月７日（持ち回り） 

 

１ ９月29日の本会議の知事答弁について発言の訂正の
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申出があり、これを了承した。 

 

10月７日（持ち回り） 

 

１ 10月17日の本会議議事順序を決定するとともに、同

日の議事の記録は、速記法によらず録音機器により行

うことを了承した。 

 

10月17日 

 

 開会 午前10時30分 

１ 発議案８件（決議１件、意見書７件）について、そ

の取扱いを決定した。 

２ 議員の派遣の議決を行うため、議長から発議するこ

ととした。 

３ 知事政策局長から、10月18日に追加提案する議案の

概要について説明があり、これを了承した。 

４ ９月定例会最終日の本会議議事順序を決定した。 

 閉会 午前10時48分 

 

10月17日（持ち回り） 

 

１ 発議案１件（意見書）の文言の修正について了承し

た。 

 

 

連 合 委 員 会 

 

９月26日 

 

 開会 午後１時53分 

９月定例会付託議案の説明聴取 

 散会 午後２時34分 

 

10 月 12 日 

 

 開会 午前 10 時 

知事に対する質疑 

 主な質疑・要望事項 

冨樫一成委員 

１ 健康経営について 

２ 健康をフックにした米の消費拡大について 

 

樋口秀敏委員 

 １ 災害対応を踏まえた技術職員の確保について 

 

佐藤浩雄委員 

 １ 本県経済について 

２ 新発田市における豚舎の悪臭問題について 

 

上杉知之委員 

 １ トキエア株式会社への財政支援について 

 

佐藤久雄委員 

 １ 佐渡島内の道路整備について 

 ２ トキエア株式会社について 

 ３ 佐渡汽船株式会社について 

 

池田千賀子委員 

 １ 原子力防災関連 

  ○ 新潟県原子力災害時の避難方法に関する検証委

員会の検証報告書について 

  ○ 防災業務関係者について 

 ２ 県央医療圏の医療提供体制について 

 

遠藤玲子委員 

 １ 原子力発電所の再稼働について 

 ２ コロニーにいがた白岩の里について 

 ３ いわゆるへき地病院について 

 閉会 午後２時 18 分 

 

 

総 務 文 教 委 員 会 

 

８月10日 

 

 開会 午前10時 

１ 委員長職務代理者の指定 
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２ 所管部局長の紹介 

３ 幹部職員の紹介 

４ 所管事項の説明聴取 

 閉会 午前10時39分 

 

９月26日 

 

 開会 午後２時37分 

令和４年８月３日からの大雨災害に係る第107号議案の

審査 

１ 総務部関係の審査 

２ 教育委員会関係の審査 

１ 令和４年８月３日からの大雨による災害への対

応についての説明聴取 

３ 県外行政視察実施の決定 

 散会 午後２時41分 

 

９月29日 

 

 開会 午後３時40分 

１ 党議結果の報告 

２ 第107号議案の採決 

 散会 午後３時42分 

 

10月４日 

 

 開会 午前10時 

１ 議会事務局・出納局・各種委員会関係の審査 

 １ 主な質疑・要望事項 

(１) 会議録の調製に係る執行部関与の有無に関する

調査について 

(２) 議会におけるハラスメント防止について 

(３) 県職員の時間外勤務について 

(４) 就職氷河期世代を対象とした職員採用について 

２ 知事政策局関係の審査 

 １ 説明聴取事項 

(１) 翡翠の「県の石」指定について 

(２) 海外事務所の活動状況(Ｒ４上半期)について 

 ２ 主な質疑・要望事項 

(１) 再生可能エネルギーの推進について 

(２) ８月３日からの大雨災害に係る国への要望に

ついて 

(３) Ｇ７財務大臣・中央銀行総裁会議の新潟開催

について 

(４) 中国やモンゴルとの交流について 

(５) 地域おこし協力隊について 

(６) 豪雪対策について 

(７) 行政のデジタル化に係る市町村支援について 

(８) 国葬儀について 

(９) 持続可能な社会実現に向けた政策に係る検討

委員会関連 

○ 提言に対する検討状況について 

○ 事業規模及び財源について 

(10)  物価高騰対策の検討方法について 

(11) 人口減少問題への対応について 

(12) ふるさと納税について 

(13) 国際クルーズ船の受け入れについて 

(14) 特定地域づくり事業協同組合について 

 

 散会 午後３時45分 

 

10月５日 

 

開会 午前10時 

１ 総務部関係の審査 

１ 説明聴取事項 

(１) 新潟県行財政改革行動計画中期財政収支見通

し（仮試算）公債費負担適正化計画について 

(２) 令和３年度健全化判断比率等について 

(３) 職員の定年引上げに伴う関係条例の改正等に

ついて 

(４) 「新潟県水道広域化推進プラン（素案）」の

概要について 

２ 主な質疑・要望事項 

(１) 会議録の調製に係る執行部関与の有無に関す

る調査について 

(２) 行財政改革関連 

 ○  将来負担比率について  

 ○  中期財政収支見通しについて  

 ○  県単独補助金の見直しについて  
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 ○  県有財産の利活用について  

 ○  未利用県有財産の処分について  

 ○  県立文教施設の見直しについて  

(３) 働き方改革関連 

 ○ 男性職員の育児休業取得促進について  

 ○ 女性活躍の推進について  

 ○ 県職員の時間外勤務について  

(４) 災害ボランティアについて  

(５) 職員の不祥事について  

(６) 物価高騰対策の検討方法について  

(７) 職員の定年引上げについて  

(８) 技術職員の確保について  

散会 午後２時31分 

 

10月６日 

 

開会 午前10時 

１ 教育委員会関係の審査 

１ 説明聴取事項 

(１) 令和５年度県立高等学校等募集学級計画（案）

について 

(２) 特別支援学校について 

２ 主な質疑・要望事項 

(１) ＩＣＴ教育関連 

 ○  教職員用端末の整備について 

 ○  デジタル教科書について 

 ○  教職員の指導力について 

(２) 校則の見直しについて 

(３) 特別支援教育について 

(４) 教職員の欠員について 

(５) 教員採用選考検査について 

(６) ヤングケアラーへの支援について 

(７) 幼児教育の重要性について 

(８) 部活動の地域移行について 

(９) いじめ防止対策について 

散会 午後２時28分 

 

10月17日 

 

開会 午前10時22分 

１ 党議結果の報告 

２ 付託議案の採決 

３ 請願・陳情の採決 

４ 意見書の発議 

 ○ 拉致被害者全員の即時帰国の実現を求める意見書 

 ○ 地方財政の充実・強化に関する意見書 

 ○ 私学助成の拡充に関する意見書 

閉会 午前10時27分 

 

 

厚 生 環 境 委 員 会 

 

８月10日 

 

 開会 午前10時 

１ 委員長職務代理者の指定 

２ 所管部局長の紹介 

３ 幹部職員の紹介 

４ 所管事項の説明聴取 

 閉会 午前10時46分 

 

９月26日 

 

 開会 午後２時39分 

令和４年８月３日からの大雨災害に係る第107号議案及

び第108号議案の審査 

１ 防災局関係の審査 

 １ 令和４年８月３日からの大雨による被害と対応状

況等についての説明聴取 

２ 福祉保健部関係の審査 

 １ 令和４年８月３日からの大雨による被害状況及び

対応状況等についての説明聴取 

３ 県外行政視察実施の決定 

 散会 午後２時53分 

 

９月29日 

 

 開会 午後３時37分 

１ 党議結果の報告 
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２ 第107号議案及び第108号議案の採決 

 散会 午後３時39分 

 

10月４日 

 

 開会 午前10時 

１ 環境局関係の審査 

 １ 令和４年版「新潟県の環境」についての説明聴取 

 ２ 主な質疑・要望事項 

  (1) 太陽光発電関連 

   ○ 太陽光パネルの廃棄について 

   ○ 普及促進の取組について 

   ○ 県有施設への導入に向けた検討について 

  (2) プラスチック資源循環の促進について 

  (3) 野生鳥獣対策について 

  (4) 大口径ライフル射撃場建設計画について 

  (5) ネット・ゼロ・エネルギー・ハウスについて 

２ 防災局関係の審査 

 １ 説明聴取事項 

  (1) 新型コロナウイルス感染症対策について 

  (2) 避難委員会の検証報告書について 

２ 主な質疑・要望事項 

  (1) 原子力防災関連 

   ○ 原子力防災訓練について 

   ○ 原子力災害時の避難路の確保について 

   ○ 新潟県原子力災害時の避難方法に関する検証

委員会の検証報告書について 

   ○ 原子力発電所の再稼働について 

   ○ 新潟県原子力発電所事故に関する検証総括委 

    員会について 

   ○ 防災業務関係者について 

  (2) 被災者生活再建支援制度について 

  (3) 災害時の自力避難困難者に対する支援について 

  (4) 令和４年８月３日からの大雨災害時の避難行動 

   を踏まえた今後の対応について 

  (5) 水害時における自動車運転者への情報提供につ 

   いて 

 散会 午後３時17分 

 

 

10月５日 

 

 開会 午前10時 

１ 福祉保健部関係の審査 

 １ 説明聴取事項 

  (1) 新型コロナウイルス感染症対策について 

  (2) 医師確保に向けた取組について 

 ２ 主な質疑・要望事項 

  (1) 新型コロナウイルス感染症関連 

   ○ 保健所の労務管理について 

   ○ 発生届の見直しについて 

  (2) 県立病院の公設民営化について 

  (3) 児童虐待について  

  (4) コロニーにいがた白岩の里について 

  (5) 保育士の確保について 

  (6) 県央医療圏の医療提供体制について 

  (7) 自殺対策について 

 散会 午後２時26分 

 

10月６日 

 

 開会 午前10時 

１ 病院局関係の審査 

 １ 説明聴取事項 

  (1) 令和４年度・令和３年度病院事業会計対比表 

   （８月末現在）について 

  (2) 県立病院の改築状況について 

  (3) 医療事故等の発生及び処理状況（令和４年７月 

   ～令和４年９月）について 

 ２ 主な質疑・要望事項 

  (1) 県立病院の公設民営化について 

  (2) 県立病院の老朽化対策について 

  (3) 看護職員の確保について 

  (4) 指定管理者制度の導入について 

  (5) 未収金対策について 

  (6) 県立病院の役割・在り方の見直し関連 

   ○ 県立吉田病院及び県立加茂病院について 

   ○ いわゆるへき地病院について 

 散会 午前11時25分 
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10月17日 

 

 開会 午前10時13分 

１ 党議結果の報告 

２ 付託議案の採決 

３ 陳情の採決 

４ 決議の発議 

 ○ 北朝鮮によるミサイルの発射に抗議する決議 

 閉会 午前10時20分 

 

 

産 業 経 済 委 員 会 

 

８月 10 日 

 

 開会 午前 10 時 

１ 委員長職務代理者の指定 

２ 所管部局長の紹介 

３ 幹部職員の紹介 

４ 所管事項の説明聴取 

 閉会 午前 10 時 56 分 

 

９月 26 日 

 

開会 午後２時 38 分 

令和４年８月３日からの大雨災害に係る第 107 号議案の

審査 

１ 産業労働部関係の審査 

 １ ８月３日からの大雨により被災した事業者への支

援についての説明聴取 

２ 観光文化スポーツ部関係の審査 

 １ ８月３日からの大雨に関する補正についての説明

聴取 

３ 農林水産部関係の審査 

 １ 令和４年８月３日からの大雨による農林水産業被

害への対応についての説明聴取 

４ 農地部関係の審査 

 １ 令和４年８月３日からの大雨による農地・農業用

施設の被害と対応についての説明聴取 

５ 県外行政視察実施の決定 

散会 午後２時 58 分 

 

９月 29 日 

 

 開会 午後３時 36 分 

１ 党議結果の報告 

２ 第 107 号議案の採決 

 散会 午後３時 38 分 

 

10 月４日 

 

 開会 午前 10 時 

１ 労働委員会関係の調査 

２ 産業労働部関係の審査 

 １ 説明聴取事項 

  (1) 村上市及び胎内市沖における洋上風力発電につ 

いて 

  (２) 円安・物価高騰及び新型感染症の影響による対 

   応について 

  (３) インボイス制度の県内事業者への周知について 

  (４) 労働相談所の見直しについて 

  (５) 県内経済・雇用の概況について 

 ２ 主な質疑・要望事項 

  (１) 物価高騰の影響を受ける中小企業への支援につ 

いて 

  (２) 生産拠点の国内回帰について 

  (３) 県内調達の推進について 

  (４) 県産品の海外展開について 

  (５) バイオマス発電の動向について 

  (６) 県内企業の人手不足に対する取組について 

  (７) 経営者の資質向上について 

  (８) 健康経営について 

  (９) 外国人技能実習制度の見直しについて 

  (１０) Ｕ・Ｉターン施策について 

  (１１) 防災産業クラスター形成事業について 

  (１２) 本県経済について 

３ 観光文化スポーツ部関係の審査 

 １ 交流人口の拡大等に向けた取組についての説明聴 

  取 
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 ２ 主な質疑・要望事項 

  (１) インバウンドの再開に向けた取組について 

  (２) 文化・スポーツを融合した観光施策について 

  (３) 全国旅行支援の開始について 

  (４) 地域振興局における広域観光の取組について 

  (５) 北越急行やえちごトキめき鉄道と県の観光連携 

   について 

  (６) 交流人口拡大に向けた合宿等の誘致について 

  (７) ひすいの魅力発信について 

散会 午後４時６分 

 

10 月５日 

 

 開会 午前 10 時 

１ 農林水産部関係の審査 

 １ 説明聴取事項 

  (1) 令和４年産米の生産状況等について 

  (２) 新潟県農林水産物のブランド化推進に関する条 

例に係る県の取組について 

  (３) 令和３年度における森林環境譲与税（本県分） 

   の使途について 

  (４) 令和３年度県産木材の供給及び利用の推進に関 

   する県の施策の実施状況 

 ２ 主な質疑・要望事項 

  (１) 米の需給調整について 

  (２) 農業生産資材の価格高騰について 

  (３) 有機質資材の利用拡大について 

  (４) ほ場条件の改善に対する支援について 

  (５) 円安を好機とした県産農林水産物の輸出につい 

   て 

  (６) 大雨の被害を受けた農業者への支援について 

  (７) 健康をフックにした米の消費拡大について 

  (８) 県管理漁港での係留費用徴収について 

  (９) 所有者不明林地の災害復旧工事について 

  (１０) 園芸振興における普及指導員の役割について 

  (１１) 災害対応を踏まえた技術職員の確保について 

  (１２) 新規就農者の確保について 

  (１３) 新潟県版Ｇｏ Ｔｏ Ｅａｔキャンペーンについ 

   て 

 

  (１４) 新発田市における豚舎の悪臭問題について 

散会 午後２時 44 分 

 

10 月６日 

 

 開会 午前 10 時 

１ 農地部関係の審査 

 １ 主な質疑・要望事項 

  (１) 令和４年８月３日からの大雨災害関連 

  ○ 災害復旧における地元負担について 

○ 市町村への支援について 

○ 防災重点農業用ため池について 

○ 災害対応を踏まえた技術職員の確保について 

(２) 農地に適した生産体制の構築について 

(３) 林地の地籍調査について 

(４) 多面的機能支払交付金の活用について 

散会 午前 11 時 52 分 

 

10 月 17 日 

 

開会 午前 10 時 14 分 

１ 党議結果の報告 

２ 付託議案の採決 

３ 陳情の採決 

 閉会 午前 10 時 17 分 

 

 

建 設 公 安 委 員 会 

 

８月10日 

 

 開会 午前10時 

１ 委員長職務代理者の指定 

２ 所管部局長の紹介 

３ 幹部職員の紹介 

４ 所管事項の説明聴取 

 閉会 午前 10 時 45 分 
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９月26日 

 

 開会 午後２時38分 

令和４年８月３日からの大雨災害に係る第107号議案及

び第109号議案の審査 

１ 土木部関係の審査 

 １ 主な質疑・要望事項 

  (1) 災害復旧事業の見込みについて 

２ 企業局関係の審査 

 １ 主な質疑・要望事項 

  (1) 被災した発電所の復旧の見通しについて 

３ 公安委員会関係の審査 

４ 県外行政視察実施の決定 

散会 午後２時52分 

 

９月29日 

 

開会 午後３時36分 

１ 党議結果の報告 

２ 第107号議案及び第109号議案の採決 

散会 午後３時38分 

 

10月４日 

 

 開会 午前10時 

１ 土木部関係の審査 

 １ 説明聴取事項 

  (1) 令和４年８月３日からの大雨による被害状況に 

   ついて 

  (2) 鳥屋野潟公園のスケートパーク整備について 

 ２ 主な質疑・要望事項 

  (1) 令和４年８月３日からの大雨災害関連 

   ○ 被害状況について 

   ○ ソフト対策の推進について 

   ○ 初動対応における課題について 

   ○ 砂防堰堤の機能強化について 

   ○ 防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急 

    対策の効果について 

   ○ 今後の河川事業の進め方について 

   ○ 流域治水プロジェクトについて 

  (2) スケートパーク関連 

   ○ 整備及び運営について 

   ○ 予算編成のプロセスについて 

  (3) 建設産業の担い手確保に向けたＰＲの取組につ 

   いて 

  (4) 茶郷川の改修について 

  (5) 佐渡島内の道路整備について 

  (6) 佐渡市真光寺地区の土砂崩れについて 

  (7) ネット・ゼロ・エネルギー・ハウスについて 

 散会 午後２時25分 

 

10月５日 

 

開会 午前10時 

１ 交通政策局関係の審査 

 １ 県内公共交通機関等の状況等についての説明聴取 

 ２ 主な質疑・要望事項 

  (1) トキエア株式会社関連 

   ○ 財政支援について 

   ○ 収支計画について 

  (2) 佐渡汽船株式会社関連 

   ○ 小木・直江津航路へのカーフェリー導入につ 

    いて 

      ○  役員について 

  (3) 令和４年８月３日からの大雨災害関連 

   ○ 鉄道への行政支援の拡充について 

   ○ ＪＲ磐越西線及び米坂線の復旧について 

  (4) えちごトキめき鉄道株式会社について 

  (5) 国際線再開に向けた取組について 

  (6) 地域公共交通の確保について 

  (7) 本県におけるＭａａＳの取組について 

２ 企業局関係の調査 

 １ 令和４年度事業実施状況についての説明聴取 

２ 主な質疑・要望事項 

  (1) 電気事業関連 

   ○ 被災した発電所と同形状の発電所における災 

    害防止の取組について 

   ○ 発電所における保険契約について 

   ○ 令和４年８月３日からの大雨災害の被害状況 

    について 
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   ○ 発電施設の大規模改修について 

散会 午後３時５分 

 

10月６日 

 

 開会 午前10時 

１ 公安委員会関係の審査 

 １ 主な質疑・要望事項 

  (1) 秋の全国交通安全運動について 

  (2) 渡るよサインの定着に向けた取組について 

  (3) 県内の暴力団情勢について 

  (4) 薬物事犯対策について 

  (5) 特殊詐欺の被害防止対策について 

  (6) 選挙違反の摘発について 

  (7) 交通信号機の設置基準について 

  (8) 横断歩道の整備について 

 散会 午前10時47分 

 

10月17日 

 

 開会 午前10時13分 

１ 党議結果の報告 

２ 付託議案の採決 

３ 意見書の発議 

 ○ 雪寒法による次期五箇年計画を早期に策定すると

ともに除雪事業等の予算確保を求める意見書 

 閉会 午前10時15分 

 

 

人口減少問題対策特別委員会 

 

９月８日 

 

 開会 午前10時 

 場所 第５委員会室 

１ 調査案件 

 ○ 女性に「選ばれる新潟」に向けた取組について 

 ○ 妊娠、出産、子育ての希望をかなえる取組につい 

  て 

２ 主な質疑・要望事項 

 (1) 国の産後パパ育休制度の創設を踏まえた男性の育 

  児休業の取得促進について 

 (2) 未就労女性に対する支援について 

 (3) 産後ケアの充実について 

 (4) パパ・ママ子育て応援プラス認定制度の企業への 

  周知について 

 (5) 園児のバス置き去り事件を受けた保育施設におけ 

る安全確保の徹底について 

 (6) 女性リーダーの養成に向けた支援について 

 (７) 保育士の確保に向けた処遇改善につながる取組に 

  ついて 

 (８) 女性に「選ばれる新潟」の実現に向けた施策展開 

  について 

 (９) 民間企業を牽引する県の女性活躍の推進に向けた 

  取組について 

 閉会 午後０時４分 

 

 

新総合交通・防災対策特別委員会 

 

８月22日 

 

 開会 午前10時 

 場所 第５委員会室 

１ 調査案件 

  本県の水害対策について 

２ 主な質疑・要望事項 

 (1) 適時適切な避難情報の発令について 

 (2) 令和４年８月３日からの大雨による被害関連 

  ○ 災害時における関係機関との連携について 

  ○ 県民の防災意識向上の取組について 

  ○ ドローンを活用した被災状況調査について 

  ○ 多岐にわたる被害の情報収集について 

  ○ 激甚災害の指定について 

 (3) 河川整備関連 

  ○ 河川整備のさらなる推進について 

  ○ 整備効果の見える化について 

  ○ 堤防の越水対策について 
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 閉会 午前11時53分 

 

 

県民所得アップ対策特別委員会 

 

９月14日 

 

 開会 午前10時 

 場所 第５委員会室 

１ 調査案件 

  海外展開による県内産業のさらなる発展に向けた取

組について 

２ 主な質疑・要望事項 

 (1) 生産拠点の国内回帰に向けた取組について 

 (2) 県産品の付加価値向上に向けた支援について 

 (3) オンラインによる非接触型海外展開支援事業の効

果について 

 (4) 輸出に取り組む企業間における情報共有の促進に

ついて 

 (5) 植物検疫に係る情報の周知について 

 (6) 県育成品種の海外への流出防止対策について 

 (7) 中小企業の海外展開に向けた支援について 

 (8) 県産米の輸出関連 

  ○ 輸出用米の生産拡大について 

  ○ 輸出先における精米施設の整備について 

 閉会 午前11時38分 

 

 

企業会計決算審査特別委員会 

 

８月31日 

 

 開会 午前10時 

１ 決算概況、決算審査意見書の説明聴取 

２ 新潟東港臨海用地造成事業会計の審査 

 １ 主な質疑・要望事項 

  (1) 公共事業用地の処分について 

  (2) 目的外使用地の早期是正について 

  (3) 日本海側拠点港指定の効果について 

  (4) 経費節減について 

３ 基幹病院事業会計の審査 

 １ 主な質疑・要望事項 

  (1) 魚沼基幹病院関連 

   ○ 病棟稼働状況について 

   ○ ３６協定違反の解消について 

   ○ 看護職員の確保について 

   ○ 医療提供体制について 

  (2) 新型コロナウイルス感染症に関連した補助金の 

   使途について 

４ 病院事業会計の審査 

 １ 主な質疑・要望事項 

  (1) 経営状況に対する認識について 

  (2) 持続可能な病院運営に向けた経営改善の取組に 

   ついて 

  (3) いわゆるへき地病院の役割・在り方の見直しに 

   ついて 

  (4) ３６協定違反の解消について 

  (5) 新型コロナウイルス感染症に対する県立病院の 

   役割について 

  (6) 臨床研修医、薬剤師の確保について 

  (7) 新型コロナウイルス感染症に関連した補助金の 

   使途について 

 散会 午後３時４分 

 

９月１日 

 

 開会 午前10時 

１ 流域下水道事業会計の審査 

 １  主な質疑・要望事項 

  (1) 新潟県流域下水道事業経営戦略について 

２ 電気事業会計の審査 

 １  主な質疑・要望事項 

  (1) 地域振興積立金の一般会計への繰り出しについ 

   て 

  (2) 太陽光発電事業の見通しについて 

  (３) 再生可能エネルギーの新たな発電事業について 

３ 工業用水道事業会計の審査 

 １  主な質疑・要望事項 
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